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記念冊子「オーイしんちゃん」

好評発売中！

編集後記 

広報かには、ボランティアグループ「音訳・ヴォイスの会」の皆さんにより
音訳されています。音訳版を希望する人は、図書館本館へご連絡ください。

12／3（土）～9（金）
●好きなのはカニダー
　　　　～花いっぱい運動を調査～
市の恒例行事として20年以上続いている
花いっぱい運動。11月13日に行われた秋の
花いっぱい運動の模様をお伝えします。

12／17（土）～23（祝）

14回目を迎える「花のまち可児・手づくり
絵本大賞」。大賞作品や受賞者の紹介、そし
て手づくり絵本の魅力をお伝えします。

12／10（土）～16（金）

高齢者の生きがいづくりを進めている老人
クラブ。趣味やスポーツを通じた「仲間づくり」
「健康づくり」の活動を紹介します。

★タウン情報 ★タウン情報

12／24（土）～31（土）

平成23年の市の主な出来事を映像で振り
返ります。皆さんにとってどんな一年でした
か？
★図書館だより

●うるおいライフ
　　　　～第14回 手づくり絵本大賞～

●可児市この一年
　　　　

●仲間と共に　地域と共に
　　　　～元気はつらつ老人クラブ～

月～金曜日　7:30・12:00・17:00・19:00・20:30・22:00
土・日曜日　7:30・12:00・14:00・19:00・20:30・22:00

※番組の内容や時間は変更することがあります。
※デジタル12chのデータ放送で、市政情報も発信しています。

１０／１（土）～７（金）
●好きなのはカニダー

★タウン情報

地産地消を推進するため、市内産の農産物
を可児ブランドとして認定する新たな制度
「可児そだち」。その内容をお伝えします。

消費生活をしていく上で大切な身近な問題
を、楽しみながら学び、活動している「市生
活学校」を紹介します。

１０／２２（土）～２８（金）

１０／８（土）～１４（金)

被害が後を絶たない振り込め詐欺。こうし
た被害を未然に防ぐにはどうしたらよいので
しょうか。

★シリーズ：図書館だより ★タウン情報

１０／２９（土）～１１／４（金）

毎回、市内のさまざまなことを調査するふ
るさと調査官カニダー。今回はどんなことを
調べるのでしょうか。お楽しみに。

★シリーズ：図書館だより

●うるおいライフ

●好きなのはカニダー●その電話、大丈夫？
　　　　～振り込め詐欺の手口～

★リポートかに

１０／１５（土）～２１（金）

地域での子育て支援や働きながら子育てで
きる環境、親子が交流できる場づくりなど、
市が行っている事業やサービスを紹介します。

●あなたの子育て応援します！

※番組の内容や時間は変更することがあります。
※デジタル12chのデータ放送で、市政情報も発
信しています。

月～金曜日　 7：30・12：00・17：00・19：00
　　　　　　20：30・22：00
土・日曜日　 7：30・12：00・14：00・19：00
　　　　　　20：30・22：00

新しく入った本

○本館・帷子分館・桜ケ丘分館
　毎週土曜日　午後2時～
【内容】絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、本の

紹介など

○本館　第2・4木曜日　午前11時～
○帷子分館　第2・4木曜日　午前10時30分～
○桜ケ丘児童センター
　第1・3・5水曜日　午前11時30分～
【内容】赤ちゃん絵本の読み聞かせ、手遊び、歌

遊びなど

図書館だより
かにっ子タイム

ちびっこかにっ子タイム

休館日

展示のご案内

『知識ゼロからのお参り入門』　
茂木貞純、平井宥慶／監修（幻冬舎）

『じぃじ、ばぁばのための孫育ての教科書』
井上淳子／著（ＰＨＰ研究所）

『僕は、そして僕たちはどう生きるか』
梨木香歩／著（理論社）

『20代の特別授業』森吉弘／著（すばる舎）
『まいにちのなかにオーガニック』

廣瀬裕子／著（地球丸）

『怪盗ブラックの宝物』那須正幹／作・
田頭よしたか／画（福音館書店）

『ぼくもおにいちゃんになりたいな』イロン・ヴィークランド／絵・
アストリッド・リンドグレーン／文（徳間書店）

『よるのふね』
黒井健／絵・山下明生／作（ポプラ社）

【
一
般
書
】

【
児
童
書
】

その他

期日　６月18日（土）
時間　午後２時～３時
場所　図書館本館
定員　30人（先着順）
持ち物　はさみ、多色フェルトペン
※申し込み受付中です。詳しくは「広報か
に５月15日号」をご覧ください。

可児市立図書館　本館　☎62-5120
帷子分館　　　　　　　☎65-8530
桜ケ丘分館　　　　　　☎64-3473

本館・分館共通：毎週月曜日、6/24（金）

本館　５／28（土）～６／23（木）
「日本の風景写真集」展
　　　６／25（土）～７／12（火）
「新教科書と教科書に載った本」展
帷子分館　５／28（土）～６／23（木）
「野鳥の写真」展
桜ケ丘分館　５／28（土）～６／23（木）
「新緑の風景写真」展

かにっ子タイム工作

「牛乳パックでヨット作り」

放送時刻

その他

期日　7/26（火）～28（木）　３日間
時間　①午前11時～　②午後２時～
場所　図書館本館３階会議室
内容　人形劇、ストーリーテリング、絵本
の読み聞かせ、紙芝居など盛りだくさん
です。詳しくは図書館までお問い合わせ
ください。

夏休みおはなし広場

（デジアナ７ch、デジタル12ch）

放送時刻

★市長の部屋から

図書館だより 休館日

展示のご案内

本館・分館共通：毎週月曜日、12/28（水）
～ 1/4（水）
12/1（木）は、図書館の蔵書点検のため、
全館臨時休館します。

本館　　　12／２（金）～ 25（日）
「クリスマスの絵本」展

帷子分館　～ 12／ 27（火）
「クリスマス」展

　　　　　12／２（金）～ 13（火）
「手づくり絵本大賞受賞作品」展〈併設〉

桜ケ丘分館　～ 12／ 27（火）
「クリスマスの絵本」展

　　　　　12／ 15（木）～ 21（水）
「手づくり絵本大賞受賞作品」展〈併設〉

新しく入った本
『さよなら、お母さん』

信田さよ子／著（春秋社）

『一冊でわかる芸術・美術・建築から

わかる日本史』

小和田哲男／監修（成美堂出版）

『企業・生存の条件』

日本経済新聞社／編（日本経済新聞出版社）

『ヤミーさんのリレー料理』

ヤミー／著（池田書店）

『紅葉・落ち葉・冬芽の大研究』

星野義延／監修（ＰＨＰ研究所）

『ひるねのね』

あべ弘士／作・絵（ポプラ社）

『おばけバースデイ』

佐々木マキ／作（絵本館）

【
一
般
書
】

【
児
童
書
】

その他○本館・帷子分館・桜ケ丘分館
　毎週土曜日　午後2時～

【内容】絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、本
の紹介など

図書館だより

かにっ子タイム

ちびっこかにっ子タイム

休館日

展示のご案内

市立図書館　本館　　　☎625120
帷子分館　　　　　　　☎658530
桜ケ丘分館　　　　　　☎643473

本館・分館共通：毎週月曜日、10/28（金）

本館　10／１（土）～ 27（木）
「鳩吹山の四季」展

帷子分館　10／１（土）～ 27（木）
「一年の編み物」展

桜ケ丘分館　10／１（土）～27（木）
「身近に感じる中山道」展

○本館　第2・4木曜日午前11時～
○帷子分館　第 2・4木曜日午前 10時 30分～
○桜ケ丘児童センター
　第1・3水曜日　午前11時30分～

【内容】赤ちゃん絵本の読み聞かせ、手遊び、
　　　 歌遊びなど

本館・帷子分館・桜ケ丘分館
　毎週土曜日 午後２時～
【内容】絵本の読み聞かせ、お話、紙芝居、本

の紹介など

かにっ子タイム

ちびっこかにっ子タイム
○本館　第2・4木曜日 午前11時～
○帷子分館　第 2・4木曜日 午前 10時 30分～
○桜ケ丘児童センター
　第1・3水曜日　午前11時30分～
【内容】赤ちゃん絵本の読み聞かせ、手遊び、

歌遊びなど

期日　10月29日（土）

○午前11時～11時30分

　おはなしの泉によるストーリーテリング

○午後2時～2時30分

　人形劇サークルふくべっこによる人形劇

※「読書週間」

　10月 27日～ 11月 9日

　標語「信じよう、本の力」

かにっ子タイム読書週間特集（本館）

リユース本のお知らせ
除籍した古い本（一般書、児童書、文庫本

など）を市民の皆さんに、リユース（再利用）

本として、無料で譲ります。

期日　11月 2日（水）～4日（金）
時間　午前10時 30分～午後 4時
場所　図書館本館（広見）

市立図書館　本館　　　☎625120
帷子分館　　　　　　　☎658530
桜ケ丘分館　　　　　　☎643473
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※相談日については、気軽にお問い合わせください。

無 料 相 談
相談名 期　日 時　間 場　所 備　考 問合先

法 律 相 談 12月20日（火）
　　 27日（火）

午後 1 時～相談終了 
（受付は午後 2 時まで） 福祉センター 相談員：弁護士

※事前の予約は不要です。 まちづくり推進課

住宅（建築）相談 12月16日（金） 午後 1 時～ 4 時 市役所 1 階相談室 耐震などの相談も可 建築指導課

消 費 生 活 相 談 毎週月・水・木・金曜日
（祝日を除く）

午前 9 時～
　午後 3 時

市役所 1 階第 3 相
談室 相談員：消費生活相談員 商工観光課

心 配 ご と 相 談 毎週火曜日 午後 1 時～ 4 時 福祉センター 相談員：民生児童委員など 市社会福祉協議会
☎� 1555

生 涯 楽
がく

習 相 談 12月18日（日） 午後 1 時～ 4 時 文化創造センター 学びや学習ボランティアについ
て、年齢に関係なく相談可 生涯学習課

発達と教育の相談会 12月21日（水） 午後 1 時30分～　 
　 3 時30分 総合会館分室 各幼稚園、保育園、小中学校に備

え付けの用紙か電話で申し込む
教育研究所
☎� 4841

ことば・発達相談 平　日 予約時に相談して
決める 養護訓練センター 就学前の子どもの発達に関する

相談（要予約）

同センター
☎� 0255

� 0453

男
女
共
同
参
画

交流サロン
と悩み相談

12月17日（土）

午後 1 時30分～ 
　 4 時30分

文化創造センター

専任アドバイザーによる悩み相談
☎090（2618）6555 でも可

（サロン時間内）
総合政策課

法 律 相 談 午後 3 時～ 5 時
相談員：女性弁護士
※申込開始：12 月 12 日（月）
　午前８時 30 分

総合政策課
※電話で予約する

精神保健福祉相談 12月16日（金） 午後 1 時30分～ 
　 4 時30分 帷子公民館 心の病気（うつ病など）の相談

事前に電話で予約する
福祉課

発達障がい相談 12月21日（水） 午前 9 時～
　午後 4 時

市役所１階第５相
談室 事前に電話で予約する

障 が い 者 就 労
支 援 相 談 12月27日（火） 午後 1 時30分～

　 3 時
ハーモニー

（福祉センター内） 事前に電話で予約する サテライトｔ（ティー）
☎ 0572 �1151

先
日
、
可
児
陶
芸
協
会
の
設
立
記
念
講

演
が
ア
ー
ラ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
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、
志
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、
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な
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日
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数
多
く
生
み
出
さ
れ
ま
し
た
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桃

山
陶
」
と
総
称
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れ
る
当
時
の
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先
端
の

文
化
・
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術
の
聖
地
は
可
児
だ
っ
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で

す
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世
界
に
誇
る
こ
の
文
化
・
芸
術
は
こ

れ
か
ら
も
市
民
が
誇
り
と
し
、
次
世
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に

し
っ
か
り
と
引
き
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が
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

さ
て
、
市
内
に
は
「
文
化
創
造
セ
ン

タ
ー
・
ア
ー
ラ
」
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
で

は
、
文
化
・
芸
術
を
東
京
発
で
な
く
、
地

方
か
ら
創
造
、
発
信
す
る
こ
と
に
、
市
民

の
皆
さ
ん
と
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
9
月

に
は
、
俳
優
の
平
幹
二
朗
氏
が
1
カ
月
間

市
内
に
滞
在
し
、「
エ
レ
ジ
ー
」
と
い
う

作
品
を
制
作
、
ア
ー
ラ
で
公
演
後
、
全
国

で
公
演
し
ま
し
た
。

「
近
き
者
慶
べ
ば
遠
き
者
来
る
」
と
論

語
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市
民
の

皆
さ
ん
が
集
い
、
学
び
、
楽
し
ん
で
、
可

児
市
の
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晴
ら
し
さ
を
発
信
し
て
く
だ
さ

い
。
こ
う
い
っ
た
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動
が
、
交
流
人
口
、

定
住
人
口
の
増
加
、
市
の
発
展
に
結
び
つ

き
ま
す
。
ぜ
ひ
、「
創
造
都
市 

可
児
」
を

一
緒
に
創
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

「
創
造
都
市 
可
児
」
へ
　

市内で稽古し、公演する「エレジー」

期間　12月16日～28日

日ごろから消防団の活動に感謝して
います。私も消防団を経験した者とし
て、地域に密着した消防団の活動は必
要不可欠だと思っています。

インタビューに答えていただいた人
が、口をそろえて「やって良かった」、

「自分の財産となった」など、経験し
なければ分からない楽しさを多く語っ
てくれました。

消防団詰め所で取材した時にも、年
齢や職業を超えた和やかな雰囲気で、
厳しい・怖いなどのかつてのイメージ
は見られませんでした。

災害に強いまちへの第一歩は「地域
の安全」です。イメージにとらわれず、
活動できる時に参加するという気持ち
で入団に応じてはいかがでしょうか。
 （直）
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